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成果展開例 （書店店頭における、紙と電子の総体として市場拡大を実現する基盤技術の標準化 ）

・パッケージ化された電子出版を手にする安心感
・大容量のシリーズ作品等もダウンロードのストレスなく購
入・閲覧が可能

・ネットワークでの購入を躊躇していた利用者にも安心
して購入できる場を提供

・シリーズ・関連作品を手軽に追加購入が可能

・購入前に開封できないコミックの一
部を試し読み

紙の出版物
（コミック）の
試し読みサービス

（※本プロジェクトの範囲外）

「書店店頭とネットワークでの電子出版の販売を実現するハイブリット型電子出版流通の基盤技術の標準化及び実証」

（代表組織：株式会社インフォシティ） 共同提案者：日本書店商業組合連合会、ハイブリッドeBookコンソーシアム
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本プロジェクトは書店の活性化を目的とし、昨年度から継続して取り組んできた、電子出版をネット
ワークを利用して販売するオンライン販売に加え、メモリーカードに電子書籍を収納して書店店頭な
どで販売するパッケージ販売を併せ持つハイブリッド型電子出版流通基盤技術について、複数の事
業者の参加が可能となるよう標準化を行う。
書店店頭におけるパッケージ販売だけではなく、オンラインでの販売を可能とする環境を構築し、

書店における電子出版の販売モデルを実証した。



「デジタル・ネットワーク社会における出版物の利活用の推進に関する懇談会」（以下、本懇談会）
報告書において提言された理念に基づき、本懇談会報告書で指摘されている「オープン型電子出版
環境」の実現と「知のインフラ」へのアクセス環境の整備において課題とされる内容を解決する電子
出版流通基盤技術の標準化を目的とする。

具体的には、本懇談会報告書中の具体的論点である書店の活性について、読者にとって文化上、
教育上の拠点としての価値を生み出し、地域社会の識者として地域文化に貢献し、様々な面で住民
の生活を支えてきた書店において、電子出版が普及する局面でも、紙と電子の総体として市場拡大
が図られるよう、新たな技術やサービスの導入等、書店の創意工夫が活発となる環境の整備が必
要不可欠であるという課題が指摘されている。

書店店頭において、パッケージ販売とオンライン販売を実現するハイブリッド型電子出版流通基盤
技術を標準化された基盤として整備することによって、書店で電子出版の販売を行うことが可能とな
れば、これまでネットワークを利用した電子出版の購入にちゅうちょしていた利用者も安心して購入
できる場を提供できるようになり、また書店店頭で紙の出版物と併設して出版社フェア・作家フェア・
テーマフェアを実施するなど、自らの創意工夫によって、紙と電子それぞれの出版物の販売チャンス
の拡大が可能となる。

プロジェクトの概要・目的
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ハイブリッド型電子出版流通





・・・

センターサーバ
の開発

光ネットワーク
回線の敷設

無線LANルータ
の設置

クライアントアプリケーション
の開発 4
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実証実験の基本構成とテーマ設定







実施時期 2011年2月
実施場所 オリオン書房ノルテ店（東京都立川市）
（五十音順） 須原屋本店（埼玉県さいたま市浦和区）

有隣堂伊勢佐木町本店（神奈川県横浜市）
参加者/人数 一般モニター / 約60名
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実証実験のネットワーク環境の構築

閉域網

オリオン書房

無線AP 無線AP 無線AP

ルーター 須原屋

無線AP 無線AP 無線AP

ルーター 有隣堂

無線AP 無線AP 無線AP

ルーター

ルーター

センターシステム

ストアサーバ

信頼性やセキュリティの

高い閉域網（専用ネットワーク網）
を利用

実験端末 実験端末 実験端末

ノルテ店書籍売り場併設喫茶コーナー 本店 B1 天井裏 伊勢佐木町本店 2Fテラス奥書棚
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実証実験でのプロトタイプサービス（Hybrid eBook ストア）



ストアトップ画面

ライブラリ画面

評価・レビュー投稿

設定画面

書棚整理機能

各種設定機能：ビューア設定/ライブラリ設定/ログイン設定/注文履歴ほか

書店のおすすめ

ランキング

ジャンル

読みたい本リスト

新刊案内

フリーワード検索

詳細検索

書籍詳細画面
（書誌データ・概要含）

・購入
・試し読み

・読みたい本リストへ
追加

・レビュー内容表示
・関連書籍の提示

電子書籍
ビューワ

電子書棚の閲覧
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書店店頭に設置したパッケージ展示ラック
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モニター調査の全体構想およびモニターの選定







調査結果の
まとめ

書店店頭調査モニター選定
デプスインタビュー

調査

年齢別の構成 性別の構成

20代
23%

30代
18%

40代
21%

50代
19%

60代
19%

男性
51%

女性
49%
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実証実験の調査結果 -1-

73.7%

69.2%

80.0%

58.3%

72.7%

90.9%

12.3%

15.4%

20.0%

16.7%

9.1%

0.0%

14.0%

15.4%

0.0%

25.0%

18.2%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代

利用したい 利用したいと思わない わからない

73.7%

71.4%

75.9%

12.3%

7.1%

17.2%

14.0%

21.4%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

利用したい 利用したいと思わない わからない

11.9%

25.0%

12.3%

11.9%

14.3%

12.5%

12.3%

31.0%

28.6%

12.5%

28.1%

45.2%

57.1%

50.0%

47.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい

利用したいと
思わない

わからない

総計

10冊以上 5～10冊 3～5冊 1、2冊

利用したい
73.7%

利用したいと思
わない
12.3%

わからない
14.0%

•

•

•

•

•

•

•
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実証実験の調査結果 -2-

11.4%

25.0%

12.3%

13.6%

20.0%

12.3%

31.8%

12.5%

20.0%

28.1%

43.2%

62.5%

60.0%

47.4%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい

利用したいと
思わない

わからない

総計

10冊以上 5～10冊 3～5冊 1、2冊

77.2%

75.0%

79.3%

14.0%

21.4%

6.9%

8.8%

3.6%

13.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

利用したい 利用したいと思わない わからない

77.2%

61.5%

80.0%

66.7%

90.9%

90.9%

14.0%

15.4%

10.0%

33.3%

0.0%

9.1%

8.8%

23.1%

10.0%

0.0%

9.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代

利用したい 利用したいと思わない わからない

利用したい

77.2%

利用したいと思

わない

14.0%

わからない

8.8%

•

•

•

•

•
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実証実験の調査結果 -3-

増えると思う
29.8%

変わらない
45.6%

わからない
24.6%

9

9

6

7

4

6

0

16

12

7

5

5

2

2

5

7

4

3

5

5

1

0 10 20 30

欲しい本を見つけたら
その場で購入できる

読みたい本を探しやすい

最新の電子書籍端末を
試せる

書店お勧めの本がわかっ
て良書を探しやすい

書店で購入できる
安心感がある

電子書籍がどういう
ものか知れる

その他

（人）

増える 変わらない わからない

•

•

•

•

•

•
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実証実験結果のまとめ

•

•

•

•

•

•

•
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ハイブリッド型電子出版流通の基盤技術の標準化について

•

•

•
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ハイブリッド型電子出版流通における、
権利保護技術の運用のためのガイドライン案

ハイブリッド型電子出版流通に
おける技術要件

物理メディア
•コンテンツの不正コピーの防止
•許諾条件の不正コピーの防止

クライアント
•コンテンツのセキュアな復号・表示
•許諾条件に応じた動作
•許諾条件の改ざん検出

配信サーバ
•許諾条件をコンテンツ単位で付与

ライセンス管理
•不正機器の排除
•オフラインでの閲覧を可能とする
仕組み

DRMの主要機能

サーバ認証

機器バインド

メディアバインド

ドメイン機能

ハイブリッド型電子出版流通における物理メディア：SDカード

ハイブリッド型電子出版流通にお
けるコンテンツ保護要件

現在流通している端末での利用

異なる種別の端末での利用

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ販売・ｵﾝﾗｲﾝ販売の両立

端末毎の許諾条件を柔軟に設定

ハイブリッド型電子
出版流通における
DRMシステム

SD-SD CPRM

仮想SDカード

ドメイン機能

ガイドラインにおける
システムモデル

WWW
サーバ

データベース
サーバ

コンテンツ
サーバ

課金・決済
サーバ

ライセンス
サーバ

ガイドラインにおける
システムセキュリティ

15



SDカードに特定の電子出版コンテンツ
フォーマットを収容する方法の規格化

出版ハイブリッド流通推進会議では、当会議の構成員であるハイブリッドeBookコンソーシアムのメンバーを中心に、標準技術規格となったSD-SD 
eBook規格において、将来的に様々な形式の電子出版コンテンツが格納できるよう収容構造の定義を行い、これを利用して、現在広く使われている
様々な電子出版コンテンツフォーマットを収容する方法の検討を開始した。
この検討に先立ち、SDAから世界のSDA会員に向けて、収容したい電子出版コンテンツフォーマットの候補の募集が行われた。
各国のSDA会員からは世界的に普及しているメジャー電子出版フォーマットとしてIDPF (International Digital Publishing Forum)が規格化するEPUB、
MicroSoftが仕様を公開したXPSなどが挙げられたが、ハイブリッドeBookコンソーシアムとしては、Voyagerのdotbook 、SharpのXMDFの2つの日本語
電子出版コンテンツフォーマットを候補に上げ、結果としてこれら4つの電子出版コンテンツフォーマットを優先して格納できるように検討することが決
議された。また、さらに今後のニーズに従い、継続的に収容できる電子出版コンテンツフォーマットを増やしていくことも確認された。
検討結果はSD-SD eBook規格の改訂版としてSDAに提案を行い、現在、SDAで規格化手続きの段階にある。

SD-SD

EBKhhh

Folder/File （通常領域）

EBOOK

EBK.GNM

GRPL.GLM

SD-SDDAT

PC.CLM

PCnnn.CIL

GPRLyyy.GLT

EBKhhh.PGM

GRPLIST

PBOkk.SSB

TEMP

PRIVATE

EBKhhh.THM

EBKhhh.PDM

コンテンツIDリスト管理

コンテンツIDリスト

コンテンツ格納ディレクトリ管理

コンテンツ格納ディレクトリ

コンテンツファイル管理

電子出版コンテンツファイル

コンテンツメタデータ管理

グループリスト管理
グループリスト

eBookプロファイル格納ディレクトリ

SD-SD eBook 規格のSDカード内の概略構造

BOBBOI

PBOkk.SSB

BOS #1 BOS #2 …

EXOS #1

SSCOI SSEBI

BOS #3

ExO #1 ExO #2 …ExO #3

EPUB XMDF dotbook

電子出版コンテンツフォーマットの格納例 16



ハイブリッド型電子出版流通における、海外展開を可能とする
電子出版コンテンツフォーマットの規格化

ハイブリッド型電子出版流通において扱う電子出版コンテンツのコミックフォーマットに関しては、海外展開を可能とするため国際標準化を目的とし、
SDAが規格化したSD-SD eBook規格に準拠するものとする。
コミックフォーマットとは、SD-SD eBook規格に準じてSDカードに格納された画像データ等をどのような組み合わせで、どのように表示するかを規格
化するものを指す。

• 各国の表現の規制への対応
電子出版のコミックの流通において、暴力表現や性表現等、各国での表現規制に応じたコンテンツの提示。

• 多言語化への対応について
電子出版のコミックの流通において、海外に展開する場合、各国の言語に対応したページ中の吹き出しデータを用意し、コンテンツの提示を
可能とする仕様が必要である。また、各国で使用されている言語が複数ある場合は、それらを切り替えてコンテンツを提示。
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今後の成果展開について
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